
【資料１】
上田市人権施策基本方針の第一次改訂（目次設定） （章―節―項）

現　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　訂

上田市民憲章 ⇒ 上田市民憲章

新 都市宣言（優しい思いやりあふれる人権尊重都市宣言）

市長あいさつ ⇒ 市長あいさつ

もくじ ⇒ もくじ

第１章　　基本方針の趣旨 ⇒ 　第１章　　基本的事項
　１　基本方針策定の趣旨 ⇒ 　　１　基本方針改定の趣旨

　２　基本方針の性格 ⇒ 　　２　基本方針の位置づけ

第２章　　基本方針策定の背景 　　３　人権をめぐる状況
　１　世界の動き
　２　日本の動き
　３　長野県の動き　　　　
　４　上田市の動き

第３章　基本方針 ⇒ 　第２章　　基本理念
　１　基本的な考え方 基本理念
　２　基本理念 「一人ひとりの人権が尊重される社会を実現する」
「一人ひとりの人権が尊重される社会を実現する」
・一人ひとりが尊重され、自己実現を図る活気ある社会を目指す
・市民のだれもがあらゆる分野に参画できる社会を目指す
・多様な文化や価値観、個性が尊重される社会を目指す
・市民等が協働して取組む社会を目指す

　３　基本方針の体系 ⇒ 　　　　概念図
体系でなく概念図として記
載する

第４章　人権施策基本計画 ⇒ 　第３章　　人権施策の方向性
　１　基本的施策 改訂 　　１　人権尊重に立った行政の推進
　　(1)人権教育の推進 改訂 　　２　人権意識高揚のための施策

　　　(1)　人権教育・啓発の推進
　　(2)人権啓発の推進 改訂 　　　(2)　さまざまな場における人権教育の推進
　　(3)相談支援体制の充実 ⇒ 　　３　人権相談・支援体制
　　(4)環境の整備　　　　　　　　　 削除

　２　計画の期間　（５年間） 削除
　　　
　３　分野ごとの基本的事項 ⇒ 　第４章　分野別施策の方向性
　　１　女性 ⇒ 　　１　女性
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　２　子ども ⇒ 　　２　子ども
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　３　高齢者 ⇒ 　　３　高齢者
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　４　障害者 ⇒ 　　４　障害者
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　５　同和問題 ⇒ 　　５　同和問題
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　６　外国人 ⇒ 　　６　外国人
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）

新 　　７　インターネットによる人権侵害
　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）

　　７　犯罪被害者やその家族 ⇒ 　　８　犯罪被害者やその家族
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　８　その他の人権問題 ⇒ 　　９　その他の人権問題
　　　　　　　（現状と課題、施策の方向、具体的施策・推進担当課） 改訂 　　　　　　　（現状と課題、基本方針、施策の方向性）
　　　　　（９項目の人権問題） 　　　　　（８項目＋αの人権問題）

　４　計画推進のために ⇒ 　第５章　　推進体制
　　１　行政における計画推進体制の整備 ⇒ 　　１　行政における推進体制
　　２　市民との連携による推進体制の整備 ⇒ 　　２　市民との連携のおける推進体制
　　３　関係機関との連携 ⇒ 　　３　関係機関との連携

新 　　４　評価と見直し

　　資料 ⇒ 　　資料
　　(1)　世界人権宣言 　　(1)　世界人権宣言
　　(2)　日本国憲法（抜粋） 　　(2)　日本国憲法（抜粋）
　　(3)　人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 　　(3)　人権教育及び人権啓発の推進に関する法律
　　(4)　上田市人権尊重のまちづくり条例 　　(4)　上田市人権尊重のまちづくり条例
　　(5)　上田市人権施策基本方針策定の経過 　　(5)　上田市人権施策基本方針見直しの経過
　　(6)　上田市人権尊重のまちづくり審議会委員名簿 　　(6)　上田市人権尊重のまちづくり審議会委員名簿
　　(7)　上田市人権男女共同参画庁内推進委員名簿 　　(7)　上田市人権男女共同参画庁内推進委員名簿

計画期間を削除し、評価、
見直しについて記載する

H２２．２制定したので掲載
する

現記載内容からを位置づけ
とする

改訂に伴う基本的な項目を
第１章とし、今回の改訂趣旨
を記載する

今回の改訂で主に検討する
部分
「基本計画」でなく、「施策の
方向性」として、啓発と教育
についてその内容を記載

不明確な内容であり、人権
全般においての「環境整備
は」は、必要により分野ごと
に記載する

計画としないため期間は設
定せしない

現行の基本理念を継続し、
基本理念実現に向けた社
会の目指す姿の4項目を修
正し、理念実現のための社
会づくりとして3項目を分かり
やすい表現に改訂する。

⇒

基本方針策定の背景でな
く、人権を取り巻く状況につ
いて記載しする。

改訂
⇒

インターネットによる人権侵
害が深刻なことから、この項
目を追加する

・　それぞれの個性や能力等を尊重し合うとともに、その力
を十分に発揮することができる社会
・　社会生活における多様な文化や価値観を尊重し合い、
共によりよく生きていくことのできる社会

・　一人ひとりがかけがえのない命をもつ人として、誰からも
差別や偏見を受けることがなく、安心して暮らすことができ
る社会

現行の「分野ごとの基本的
事項」の具体的施策と担当
課については、分野ごとの
計画名とその担当課の記載
だけであることから、「分野
別施策の方向性」として、分
野ごとの現状と課題、基本
方針、施策の方向として、内
容を改訂する。
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